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　原子炉は人間の手に負えない本質的に危険なもの――。
半世紀以上前、茨木市で原子炉建設に反対する空前の住民
運動が巻き起こり、「安全神話」を振りかざす国や財界か
ら計画撤回を勝ち取る出来事があった。福島第一原発事故
後も政府や電力会社が原発の再稼働や新規建設を進めるな
かで、過去の茨木市民の反対運動は何を問いかけるのか。
歴史の足跡をたどった。

　

「
原
子
炉
と
い
う
と
ん
で

も
な
い
も
の
が
や
っ
て
く

る
、
と
い
う
怒
り
の
声
が
続

出
し
て
い
た
」。
茨
木
市
の

歯
科
医
師
・
永
田
悦
夫
氏

（
81
歳
、
協
会
顧
問
）
は
、

当
時
の
住
民
の
反
応
を
振
り

返
る
。
１
９
５
７
年
８
月
、

原
子
力
委
員
会
は
茨
城
県
東

海
村
に
続
き
、
全
国
で
２
基

目
の
研
究
用
原
子
炉
を
高
槻

市
西
端
の
阿
武
山
（
あ
ぶ
や

ま
）
に
建
設
す
る
計
画
を
公

表
し
た
。
現
地
は
茨
木
市
を

流
れ
る
安
威
川
（
あ
い
が

わ
）
沿
い
で
、
同
市
の
上
水

道
取
水
口
か
ら
わ
ず
か
２
０

０
～
３
０
０
㍍
上
流
だ
っ

た
。

　

「
な
ぜ
こ
こ
に
造
る
の

か
」。
降
っ
て
湧
い
た
原
子

炉
計
画
に
、
建
設
地
付
近
の

安
威
地
域
を
中
心
に
撤
回
を

求
め
る
声
が
上
が
る
と
、
瞬

く
間
に
市
内
全
域
に
反
対
が

広
が
っ
た
。
当
時
の
資
料
を

発
掘
し
、
今
に
伝
え
る
活
動

を
続
け
る
市
民
グ
ル
ー
プ
の

神
山
治
夫
さ
ん
（
80
歳
）

は
、「
市
民
の
思
い
は
、
水

道
源
を
脅
か
し
、
生
活
と
故

郷
を
危
険
に
さ
ら
す
原
子
炉

の
設
置
は
許
さ
な
い
と
い

う
、
極
め
て
根
源
的
な
願
い

だ
っ
た
」
と
話
す
。

小
都
市
犠
牲

　

原
子
炉
設
置
計
画
は
当

初
、
京
都
・
宇
治
川
沿
い
に

建
設
す
る
予
定
だ
っ
た
。
大

阪
市
民
の
水
源
で
あ
る
淀
川

の
支
流
を
理
由
に
大
阪
府
知

事
・
大
阪
市
長
・
大
阪
財
界

が
反
対
を
表
明
。
し
か
し
、

阿
武
山
案
が
浮
上
し
た
途

端
、
積
極
的
誘
致
に
転
じ

た
。

　

当
時
の
茨
木
市
は
、
田
園

風
景
が
広
が
る
農
村
地
帯
だ

っ
た
。「
大
都
市
を
守
る
た

め
に
は
、
小
都
市
・
過
疎
地

は
犠
牲
に
し
て
も
良
い
」
と

い
う
推
進
派
の
論
理
が
、
市

民
の
怒
り
に
火
を
付
け
た
。

　

茨
木
市
議
会
で
は
、
安
威

川
の
放
射
能
汚
染
は
飲
料
水

や
農
業
用
水
に
甚
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
し
て
設
置
反
対

を
決
議
。
原
水
爆
禁
止
茨
木

市
民
大
会
で
は
、「
高
槻
原

子
炉
設
置
断
固
反
対
」
決
議

を
採
択
し
た
。
そ
の
後
、
田

村
英
茨
木
市
長
を
本
部
長
と

す
る
原
子
炉
反
対
期
成
同
盟

が
結
成
さ
れ
、
各
町
内
会
や

商
工
団
体
、
農
協
、
婦
人
団

　

政
府
や
関
西
財
界
は
、
住

民
説
得
の
た
め
に
「
原
爆
と

違
っ
て
平
和
的
利
用
の
原
子

炉
は
絶
対
安
全
」
と
す
る
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
実
施
。
推
進

派
の
学
者
に
よ
る
聴
聞
会
を

隣
接
市
で
開
き
、「
茨
木
市

民
は
原
爆
と
原
子
炉
の
違
い

も
分
か
っ
て
い
な
い
」
と
し

て
、
住
民
の
分
断
を
図
っ

た
。

体
、
青
年
団
体
、
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
、
文
化
団
体
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
・
市
民

が
参
加
。
自
治
体
・
議
員
・

市
民
が
一
つ
に
な
っ
て
反
対

運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
動
き
に
対
し
、
茨
木

市
民
は
専
門
家
ら
に
要
請
し

て
原
子
炉
の
安
全
性
に
つ
い

て
徹
底
し
て
学
習
を
重
ね
、

推
進
派
と
反
対
派
の
学
者
に

よ
る
公
開
討
論
会
を
開
か
せ

る
。
武
谷
三
男
立
教
大
学
理

学
部
教
授
か
ら
「
原
子
炉
は

本
質
的
に
危
険
な
も
の
で
あ

る
」
と
の
核
心
を
突
く
発
言

が
出
る
と
、
こ
の
言
葉
を
軸

対
運
動
の
記
録
』（
故
忰
山
紀

一
著
）
を
思
い
出
し
、
資
料

を
発
掘
。
有
志
の
市
民
グ
ル

ー
プ
を
つ
く
り
、
半
世
紀
前

の
住
民
運
動
を
伝
え
、
原
発

の
危
険
性
を
市
民
と
共
に
考

え
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

当
時
の
運
動
を
紹
介
す
る

記
録
展
と
集
会
は
24
回
を
数

え
、
の
べ
４
７
０
人
が
参

加
。
昨
年
10
月
に
は
、
住
民

会場　Ｍ＆Ｄホ－ル　　定員　100人
講師　�原田丈司氏（大阪大学大学院歯学研究

科口腔外科学第一教室助教）
会費　1000円（受講証発行料含む）
※�参加は大阪歯科保険医協会会員本人に限
る。途中で入退場の場合は受講証発行の
対象外

会場　Ｍ＆Ｄホ－ル　　定員　100人
講師　社保研究部講師団
会費　会員1000円
※�『カルテ記載を中心とした
指導対策テキスト2010年８
月版』を持参

て
、
安
全
と
言
い
な
が
ら
乱

暴
に
扱
わ
れ
た
時
の
被
害
は

恐
る
べ
き
も
の
に
達
す
る
だ

ろ
う
と
心
配
し
て
お
り
ま

す
」
と
危
惧
し
て
い
た
こ
と

が
現
実
の
も
の
に
な
っ
た
。

教
訓
広
げ
る

　

原
発
事
故
後
、
神
山
さ
ん

は
以
前
図
書
館
で
読
ん
だ

『
阿
武
山
の
原
子
炉
設
置
反

『
地
元
住
民
の
納
得
と
合
意

抜
き
に
は
原
子
炉
の
建
設
は

認
め
ら
れ
な
い
』
と
い
う
原

則
の
初
例
と
な
っ
た
」
と
歴

史
的
意
義
を
語
る
。
そ
の

後
、
各
地
で
原
発
建
設
が
進

め
ら
れ
た
が
、
茨
木
市
民
の

運
動
は
全
国
25
カ
所
に
わ
た

っ
て
原
発
建
設
を
中
止
・
撤

回
さ
せ
る
住
民
運
動
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

茨
木
の
反
対
運
動
か
ら
半

世
紀
が
経
ち
、
当
時
の
公
開

討
論
で
武
谷
教
授
が
「
今
後

も
し
動
力
炉
が
入
っ
て
来

　

計
画
公
表
か
ら
１
年
半

後
、
住
民
の
勢
い
に
圧
倒
さ

れ
た
原
子
力
委
員
会
は
つ
い

に
計
画
を
撤
回
。
そ
の
後
、

交
野
や
四
條
畷
、
堺
な
ど
い

く
つ
か
の
候
補
地
を
経
て
、

61
年
に
熊
取
町
で
の
設
置

（
現
京
都
大
学
原
子
炉
実
験

所
）
が
決
定
し
た
。

　

神
山
さ
ん
は
、「
原
子
炉

の
設
置
・
運
転
と
住
民
合
意

と
の
関
係
で
、
最
初
の
本
格

的
な
矛
盾
・
対
立
と
な
っ
た

の
が
阿
武
山
原
子
炉
だ
っ

た
。
茨
木
市
民
の
運
動
は
、

に
論
陣
を
張
っ
た
住
民
運
動

は
燎
原
の
火
の
ご
と
く
広
が

り
を
見
せ
る
。

署
名
９
割
超

　

反
対
署
名
は
、
当
時
の
市

の
有
権
者
３
万
７
千
人
に
迫

る
３
万
５
千
人
を
超
え
、
全

国
25
大
学
１
４
０
人
に
及
ぶ

専
門
学
者
が
連
名
で
白
紙
撤

回
を
求
め
る
要
望
書
を
国
に

提
出
す
る
な
ど
、
一
大
運
動

と
な
っ
た
。

　

前
出
の
永
田
氏
は
、「
ほ

と
ん
ど
の
患
者
が
署
名
に
協

力
し
、
診
療
所
に
置
い
た
署

名
用
紙
が
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
。
住
民
が
本
気
に

な
っ
て
決
起
し
た
運
動
だ
っ

た
」
と
当
時
の
熱
気
を
思
い

返
す
。

運
動
55
周
年
を
記
念
し
、

「
原
発
を
考
え
る
つ
ど
い
」

を
開
い
た
。
７
０
０
人
を
超

え
る
市
民
が
集
結
し
、
保
守

の
有
力
者
か
ら
も
賛
同
が
寄

せ
ら
れ
る
な
ど
、広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。
５
月
に
は
、

「
原
発
な
く
そ
う
茨
木
市
民

の
会
」（
仮
称
）
の
発
足
を

め
ざ
し
て
い
る
。「
茨
木
は

全
市
を
挙
げ
て
運
動
に
取
り

組
ん
だ
経
験
が
あ
る
。
歴
史

を
学
び
、
教
訓
を
広
げ
、
す

べ
て
の
市
民
の
理
解
の
下
で

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
運
動
を

進
め
て
い
き
た
い
」

　

活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
原
子
炉
は
本
質
的
に
危
険

な
も
の
」
だ
。

外来環の施設基準に係る
研修会

個別指導対策講習会

４月13日（土）　　　　
　　　　午後６時～８時

６月８日（土）　　　　
　　　午後６時半～８時半

原
子
炉
建
設
撤
回
さ
せ
た
町

反対運動を伝える京阪新聞（上）と期成同盟の機関紙（下）

原子炉撤回運動につい
て語る神山治夫さん　

水
源
地
に
計
画

反
原
発
の
力
に

本
質
的
に
危
険

大阪

茨木市
今につながる　　　
半世紀前の住民運動

新刊『今日からできる歯科訪問診療の手引き』2012年版

Ａ４判83ページ定価：1500円（送料込み）　ご注文は協会事務局（TEL06-6568-7731）まで

　歯科訪問診療の入門書として必要な知識をまとめ
た１冊。新設された周術期口腔機能管理の解説の追
加や、居宅療養管理指導など2012年診療報酬・介護
報酬の同時改定を受けて保険請求についての解説を
大幅に変更しています。診療の一助にご活用くださ
い。

主な内容
◆歯科訪問診療・居宅療養管理指導の保険請求
◆摂食嚥下障害へのアプローチ
◆安全管理と全身疾患への対応
◆認知症高齢者への対応　　　など

お申し込みやお問い合わせは協会事務局まで（℡06－6568－7731）
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